
3 月6 日 「愛の歩みJ 聖書研究

テキスト ヨハネによる福音書 13章12-20節

足を洗う主イエスの御業をきっかけにして、足
を洗う主イエスの姿を模範とすることが教えられ
ている御言葉です.

〈後で分かることと今分かること〉
奴隷になられて足を洗う主イエスの姿が十字架
の御業を指し示していることは、今は分からない
こと、後で分かるようになることでした (7)0 そ
の『後でj とは、聖堂降臨( べンテコステ) にほ
かなりません. 主イエスが復活され、まに挙げら
れ、聖霊が弟子たちの群れに与えられて、その聖
宣によって十字架の真理が分かるようにされたの
です. しかし、聖霊が与えられてなお、私たち人
聞の理解 1;1:未熟であり、不十分です。私たちが十
字架の真理を悟るとは、キリスト者の生涯をかけ
て、信仰の歩みの中で徐々に徐々に分かつて〈る
ものです. 本当の意味で主イエスの十字架の真理
が十分に分かるとは、天上の主イエスにまみえて
はじめて与えられる患みなのでしょう。
そして、ここで足を洗う主イエスの姿から学ぶ

べきことがもう一つあります. 主イエスは、『わ
たしがあなたがたにしたことが分かるかJ (12) と

ことを求めておられるのです。 12節以下の御言葉
の焦点は、主イエスの十字架ではな〈、主イエス
を模範として生きることにあります. 主イエスを
模範として生きる、それは、十字架の真理が十分
に分かつてから始めるというものではない、 fい
まj すぐに、主イエスを模範として生きる生き方
を始めるべきなのです。

〈互いに痩し合うとと〉
主イエスは、「先生J また「主J と呼ばれる御

自身が弟子たちの足を洗ったことを取り上げて、
「あなたがたも互いに足を洗い合わなければなら
ないj とお命じになりました( 14)。主イエスは、
弟子たちに対して模範をお示しになったのです。

それは、互いにヘリ〈だって仕えあうということ
です。誰が偉いのかと宮い争うのではなく、互い
に嫌そんにへりくだることが求められるのです.
主イエスがヘリ〈だって足を洗ってくださった、

それは、弟子たちを愛して、愛し抜かれたからで
す( 1 ) 0 弟子たちを愛して、その愛の故に、十字
架を引き受けて、罪の洗いを成し遂げて〈ださい
ました。ですから、ここで主イエスが命じておら
れることは、互いに愛し合うどいうことにほかな
りません. 使徒パウロも、互いに愛し合い，ヘリ
〈だることの根拠を主イエスの十字架のへりくだ
りに求めました( フィリピ 2 :  1-8)0 主イエスの
十字架の故に、すなわち神の愛の故に、キリスト
者は互いに愛し合う。これが、主イエスによって
足を洗われた者の新しい提なのです.

〈震がすべてを完成させる〉
罪を悔い改め、主イエスを信じる信仰を与えら

れている私たちです。私たちは、洗礼を授けられ、
その水の洗いの故に、神の御前に罪赦され、義と
され、まった〈きよ〈されていると確信すること
ができます。それはもちろん、完全聖化というこ
とではありません。しかし、キリスト者はキリス
トの義の衣をいただいて、神の御前に聖なる者と
して立ち得る幸いにあずかっているのです.
その私たちの地よの歩みは、主イエス・キリス
トの患みに感謝して、主イエスを模範として歩む
ところに成リ立ちます。神を信じて信仰に生きる
のであり、またへりくだって人に仕えて生きるの
です。神を愛し人を愛する、その一つの愛に生き
るということにほかなりません。愛こそ律法を完
成させるのであり、「信仰と、希望と、愛、この
三つは、いつまでも残る。その中で最も大いなる
ものは、愛である J ( コリントニ 13 :  13) とある
とおりです。十字架の道は愛の道なのです。

( 望月信)



3 月6 日 「愛の歩みJ カテキズム研究

カテキズム 子どもカテキズム問32，33

子どもカテキズム
問32 救われたあなたはどうなりますか。
答 聖化の歩みを始めます。

問33 聖化の歩みとは何ですか。
答神さまの子どもとして、

罪に死に、神さまの御子イエスさまのお姿に似せられてい〈ことです。
神さまに愛されている喜びのうちに、私たちも神さまを愛して歩みます。

聖化とは、清くなるための自己訓練ではな〈、 とへの感謝によって実行されるものである. 愛し
キリストと一つに結ばれること( 神秘的な結合)
の深まりである。そリストとより深いところで結
びついた者は、自ずとキリストにより; 束いところ
で似る者となる b キリストの購いの患みに感謝す
るなかで、聖霊なる神の働きによってj キリスト
に似る者へと変えられる患みであ? る.
キリストに似るとは、ニつの段階がある. 一つ

は、鎌卑のキリストに似ることである。地ょにお
けるキリストの歩みは、神の御子として父なる神
の御心に従うことにあった。父なる神への服従を
もって、ご自分が神の御子であることを表された.
私たちも神の子とされ、父なる神に服従すること
においてキリストに似た者となるのである。
その際、神に従いたくない罪と日々戦わざるを

得ない. 罪に死ぬことがキリストに似る道である.
これは、キリストご自身がゲッセマネにおいて自
分の思いではな〈、父なる神さまの柳心を求めて
祈られたことに表れている。また、キリストに似
るとは、キリストが受けられた迫害をも身に受け
ることである。聖化は自分が立派になる自己実現
の道ではない。自分の思いとは異なる様々な試練
や迫害を受けることを通して、十字架の死に至る
まで従順であられたキリストに似るのである。虐
げられる中で、憎しみに生きるのではなく、キリ
ストから柔和さと謙遜さとを学ぶのである。
また、聖化は、自分の命を捨てて友を愛したキ
リストの道を歩むことである。仕えられるためで
はなく、仕えるためにお出で〈ださったキリスト
に似るのである。互いに愛し合いなさいというキ
リストの戒めは、キリストが仕えてくださったこ

合うとは、. 仕え合うことである. 互いに仕え合う
姿のなかに、キリストの似姿が宿っている.
そして、大切なことは、キリストの父なる神の

愛顧のうちにキリストに似ることである。キリス
トの父なる神は、キリストと結びついた私たちに
対して、父として接してくださる。私たちは神の
独リ子キリストを長男とする神の子たちであり、
神の子として、父なる神の愛をいつも受けている。
キリストに注がれている父なる神の愛を、いつも
受けることによって、私たちは神の子として、神
の御子であるキリストに似た者となるのである。
御父を愛し、御父から愛されたキリストヒ私た
ちが神秘的に結合することにより、私たちは、愛
においてキリストに似る。御父とキリストの問で
交わされる愛の充溢の中で、キリストに似るので
ある. 神に愛されている喜びの中で、神と人を愛
する者へと造りかえられていくのである。これは、
人を愛することができない悲しみに涙する中で、
そのような私を愛して〈ださる神の愛を経験する
ことの積み重ねによって、もたらされる。
キリストに似る第二の段階は、高挙のキリスト

に似ることである。キリストの再臨において、私
たちは栄光のキリストに似る者に変えられる. 十
字架で死んだキリストが復活されたように、謙卑
のキリストに似る下降の道は、再臨のキリストの
現れと共に、よ昇の道へと変わる。その時、被造
物全体が更新される中で私たちも栄光のキリスト
に似る者とされる。死が私たちの終着点ではない.
私たちが栄光のキリストの高さまで引き上げられ
ることをもって、聖化は完成する。( 岩崎 謙)
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3 月6 日 「愛の歩みJ 説教展開例

カテキズム 子どもカテキズム問 32， 33 
ヨハネによる福音書 13章12-20節テキスト

{ 単元のねらい)
イエス・キリストは、私たちの照いとしてご自分の命をささげてくださった。賦いの患みは、キリス
トを信じて洗礼を受けることによって、まさに一回かぎりの決定的な出来事として完 7 している. その
購いの患みは、キリストの弟子として生きる私たちのなかで、継続的で止むことのない聖化の道をつく
る. 聖化も、神の無償の恵みのわざ( ウ小教理問答35) であるから、それは決して人聞の努力や功績の
問題ではない。むしろ、キリストとひとつの命に結ばれる恵みは、キリスト者のうちに新しい生活を生
み出す原動力となる。子どもたちの日々の歩みも、キリストの足跡をたどる。自分の生活や、言葉、ふ
るまいについて、子どもたちもその年齢に応じて、思い迷うことをつづけているはず。そのような思い
悩む私たちに、すでにキリストという模範が与えられていることを感謝して受けとめ、守リストととも
に、キリストにしたがう生活の祝福を感謝をこめて覚えたい。

『イエス巴ならラむ厄し定ぢ』
先週は、イエスさまが、弟子たちの足を洗って
〈ださったことを学びましたね。イエスさまは、
十字架にかかり、私たちの罪の身代わりに死んで
〈ださり、私たちが神の子として生きる恵みをあ
たえて〈ださいました。弟子の足を洗うことは、
その十字架の患みをあらわしていました.
弟子たちは、イエスさまのされることを、ポカ

ンとして見ていたのでしょうね。自分の目を疑う
ような気持で、イエスさまのされる様子を見てい
たのでしょう. ところが、弟子たちの足を洗って
席についたイエスさまは、言われました.
f主であリ、師であるわたしがあなたがたの足

を洗ったのだから、あなたがたも互いに足を洗い
令わなければならないJ (14) 0  r主であり、師で
めるわたしj。イエスさまは、私たちの主です。私
とちを罪と死のなかから救い出して〈ださった、
まことの神さまです. そして、イエスさまは私た
ちの先生( 師) です. 学校にも教会にも『先生J
がいます。また世のなかにはいろいろな『先生j
がいます. でもほんとうの意味で「先生j ヒ言え
る方は、ただひとりイエス様だけですね。
そのようなまことの主であり、ほんものの先生

であるイエス様が、弟子たちの足を洗って〈だ

さったのです. それならば、イエス様の f弟子J
である私たちは、イエス様がされたように、ほか
の人の足を洗う人になりなさい、と命じておられ
ます。イエス様の弟子たちは、おたがいにイエス
さまがされたように、足を洗うひとになるのです.
『足を洗う j。それは実際に友だちの『足j を石

鹸やタオルをつかって洗う、ということではあり
ません. イエスさまが、弟子たちの足を洗って〈
ださったとき、イエスさまは弟子たちに仕える奴
隷のように、自分を低〈しておられましたね. 人
の足を洗うためには、自分の姿勢を低〈し、体を
折り曲げるようにしなければできないでしょう.
ふんぞり返って、威張り散らしているようなここ
ろでは、とても足を洗うことなどできません。
イエスさまが求めておられるのは、まず他の人

に対して、低いこころ、謙遜なこころ、ヘリ〈
だった愛のこころをもつことです. インドで、もっ
とも貧しい人々のためにその生涯をささげた、マ
ザー・テレサという安性のことは、知っているひ
とも多いでしょう. 食べるものもな〈、道端で死
んでゆ〈人びとが、いまもインドをはじめ世界の
固で、数え切れないほどた〈さんいます. 私たち
は、ふだん、そのような人びとのことを忘れてい

。。



ますが、マザー・テレサのような大きな愛をもっ
人のことを学んで、思い出すことが必要です.
「私たちは、のけものにされ、愛されず、嫌わ

れている人びとに、やさしい愛の手をさしのべて
お世話しています. それが、世界での私たちの使
命なのです。イエスさまが、この世に来てくださ
いましたから、私たちも、そのイエスさまの愛を
運びつづけるのです。神が、世を愛していらっ
しゃることを証しするために、イエスさまは、っ
かわされたのですJ (r生命あるすべてのものに』、
講談社現代新書) 。
イ玉スさまは、神様の愛を伝えるために、私た

ちの先頭をあるいてゆかれました。そして、イエ
スさまを信じる人びとが、イエスさまのあとにつ
川て〈ることを願っておられます.
それでも、だれかを愛する. ということは、なに

かとてもむずかしいことに思えます. 私たちは、
自分の気持を抑えることができなくて、怒ったり、
うらやんだり、ときには憎しみをいだくこともあ
リます. そんな自分をふりかえって、なんと私は
イヤな人間だろう、と悲し〈なることが多いので
す。それなら、イエスさまのあとを付いて行くの
を諦めるでしょうか。イエスさまの弟子になるこ
とを、やめてしまうのですか。けっして、そんな
ことはできません。イエスさまのあとに従うこと
をやめて、私たちはいったいだれのところに行け

ばよいのでしょう。イエスさまこそ、ネ速の命を
もっ神さまです。イエスさまの歩かれた道こそ、
ほんとうの人聞の道です.
「霊の結ぶ実は愛であり、喜び、平和、寛容、親

切、善意、誠実、柔和、節制ですJ ( ガラテヤ 5
章22、23節)0 これは、聖霊がどんな実をむすぶ
かを記した言葉です。ちょっとむずかしい言葉で
したが、どれか一つでも分かる言葉がありますか。
「喜びJ r平和J は分かりますね。喜んで生きるこ
と. 不平や不満ではな〈、平和なこころで生きる
ことは、イエスさまのあとに続くひとの大事なす
がたです。ほかのひとが、なにか私たちに迷惑を
かけるときに、すぐに怒ったりせずに、がまんす
るこころも、聖霊が〈ださる実ですよ.
『こ. どもさゐびかJ (2002年改訂. 版、日本基督教

団出版局) に、 f主にしたがうことはJ ( 主にした
がいゆくは) がありますね。その l 節にはこうあ
ります。

「主にしたがうことは なんとうれしいこと
心の空晴れて 光は照るよ
主のあとにつづき ともに進もう
主のあとにつづき 歌って進もう J

主イエスにしたがう生活は、ほんとうはなによ
りも楽しくうれしいことです. くらいこころも明
る〈していただけますね小野静雄 )

〔今週の暗唱聖句〕 ヨハネによる福音書 13章14節
主であり、師であるわたしがあなたがたの足を洗ったのだから、

'0 

マq  

nヨ



3 月6 日 「愛の歩みJ 幼稚科

〈主題〉 ん。かえって、この服のきよさに似合うように、
イエスさまの患みによって、神の子の完成に向 すこしずつ、こころのなかから新ししきよいも

かつて歩んでい〈。 のとなってい〈ことを、お祈りしてい〈ように変
えられていきます。ちょうど、学校に入学して、

〈ねらい〉 卒業してい〈ように、みなさんも人生の入学をし
イエスさまは、わたしたちひとりひとリをまっ て、ずっと、イエスさまの学校で大きくなって、

たき神の子としてくださることを知る. 死でも、イエスさまのまたこられるときに、みに
〈いこころもからだも、まったくきよめられて、

〈展開例〉 イエスさまのよみがえられた体、神さまの栄光に
みなさんは、新しい服を着るとき、なんだかう 満ちた体に変えられるのです. ほんとうにうれし

れしい気持ちになりませんか。イエスさまはわた . いことですね. みんなといっしょにまったき神の
したちひとりぴとりに、とっておきの、新しい服 子となりま L ょう。
を着せて〈ださいます. それは、「救いの服j で
す。この服は、わたしたちのこころが汚くても、 〈お祈り}
ただ、「イエスさま、どうか、このみに〈いここ 天の父なる神さま、あなたの子として、かんせ・
ろをゆるして〈ださいJ と、あやまるときに、与 . んにきよ〈なることができますように. イエスさ
えられる『永遠の服J です. まのとうといお名前によってお祈りいたします.
ですから、この服をイエスさまから着せられ人 アーメン。

は、決して、この服を自分で脱ぐことはできませ

①ふんボトtし@裏ゐ中o.
ぐポコポコロパヒ3は侮ゎ12..，)  

③ 
オー夕、トースター守 樋 e

守、点必ボトルt掌
;t" 

- 1 0 0 -



3 月6 日 「愛の歩み」

〈ねらい〉
先週とセットで、私たちの信仰の歩みについて

覚える。

〈分級教師へのアドパイス〉
ここでも、罪の赦しとの因果関係の頗番に注意
し、また子どもたちの人間関係に注意しなければ
なりません。子どもたちの人間関係は、大人の想
像以上に冷たいことがあリます。無理に、親切に
するように「強要J するど、かえって反発を生む
かもしれません. ので気を付けましょう.

〈展開例〉
①今日の聖書のお話は先週の続きでしたね. 先週
のお話を覚えてるかな?
- 覚えてない
・イエス様がお弟子さんの足を洗った

②弟子たちは、ぴっ〈リしてましたよね。そして
その後イエス様は、弟子たちに「あなたがたも
互いに足を洗いあわなければならないJ とおっ
しゃったんです。

③イエス様は、お弟子さんたちだけでなくて、私
たちにも同じように「私があなたがたにした通
りに、あなたがたもするようにJ とおっしゃっ
ているんですよ.
さあ、じゃあみんなは、お友だちに何をしてあ

小学科下級

げる ?
・足を洗ってあげる

④鶏念でした。
イエス様がお弟子さんたちの足を洗ったのは、
人が一番いやがる仕事を人のためにしてあげる
ことが大切なことを教えるためだったんですよ.
だから、イエス様のようにするというのは、み
んなお友だちを大切にするということなの。

⑤みんなは、何がお友だちの喜ぶことだと思う?
・親切にする
・仲良〈する
・おやつを分けてあげる

⑥みんなお友だちと喧嘩したリ、いじめたりしな
いで、お友だちのことを大切にしてあげなけれ
ばいけないね。
そうやってお友だちゃ他の人たちと仲良〈でき
ることをイエス様も待っていて〈ださるんです
よ.

〈祈り〉
天のお父様。イエス様が私たちのことを大切に
しで〈ださり、私たちの罪を散し聖めてくださっ
たように、私たちも私たちの周りの多〈の人を大

'0 
イエス様の聖名によってお祈りします.
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3 月6 日 「愛の歩みj

|〆ワークシートxl
4pmmmmヨハ利3:
ユダ( ゆだ) の文字を消してください。閉じ絵文字には閉じ文字を入れてください

防 わ J  忘 定 P  

凪 食5 に 司与 ゆ

寄書 ゆ P  定 凪 l

ゆ I寸 し 記 ゆ|

凪 定 J  信 が 定

ft ゆ 唱k 抱1

争開通相恒

小学科上級

提5ちに伝え1e1J句teG>をしsろか.

問33 聖化の歩みとは何ですか。
答 神さまの子どもとして、罪に死に、神さまの御子イエスさまのお姿に似せられ

ていくことです。榊さまに愛されている喜びのうちに、私たちも神さまを愛し|

| て歩みます。|

イエスさまは、わたしたちの模範となってくださいました。『あなたがたもするようにと、模範をし
めしたのである。 J(13:15)わたしたちが、『イエスさまにならう者Jものになるために、たとえば
今週どんなことをしたいか話し合いましょう。家族に、友達に、教会学校の仲間に・・・。どんなに
小さことでもかまいません。来週の報告を楽しみにしています。聖霊なる神さまに助けられて・.
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3 月6 日 「愛の歩みJ

〈聖書をさらに深く〉
1 . 聖書の中のどのようなイエスさまのお姿にあ
こがれるでしょうか。説教しておられる力強
いお姿、病人をいさやれる頼もしいお姿、子
どもたちを抱き上げておられる優しいお姿、
どれも私たちがあこがれるイエスさまのお姿
です. そのような中で、イエスさまが特に
はっきりと模範として示されたお姿が、この
弟子の足を洗われるお姿です. そこには、イ
エスさまのへりくだリと、そ L て大きな愛が
ありました。これこそ私たちが見習うべきイ
エスさまのお姿です. 実は、説教されるお姿
も、いやしをされるお姿もすべて、それらは
イエスさまの愛のお姿です. 私たちも、生活
のあらゆる場面において、このへりくだりと
愛の姿に倣わなければなりません。

〈教理を醤かせるために〉
1. イエスさまのお姿に倣う聖化の歩みは、生涯
をかけて、しかも地土の生涯においては完成
されることのない戦いの歩みとして続きますで。
中学生という年頃は、いい加減なところがあ
りつつも、完全な理想を求める純粋さをも併
せ持っところがあるでしょう. 聖化という課
題の前に、大人以上に悩むことがあるかもし
れません. 教理的な正しい理解をまずは確認
しておきましょう( 特に大教理7 7 - 81) 0

2. 聖化において大事なことは、行いやふるまい
である前に、内面的な事柄です. つまり、イ
エスさまどの人格的なふれあいの中で培われ
てい〈、喜びであり、愛であり、感謝です。
特に、ハイデルベルク信仰問答は、救われた
者の歩みは全生活にわたる感謝の歩みである
としています( 問86)。こうした内面的な成
熟は、御言葉に親しむことと祈りから生まれ
てきます。

中学科

〈毎日型書を続んで、答えてみよう〉
7 日( 月曜日)
テトスへの手紙 2 章 1 - 1 0節
Q. 若い男にはどのように勧めるべき?

8 日( 火曜日)
テトスへの手紙 2章11-15節
Q. キリストが御自身を献げられたのは、わたし

たちを何から購い出すため?

9 日( 水曜日)
テドスへの手紙 3章 1 - 7 節
Q. 神は救い主イエス・キリストを通してわたし

たちに何を豊かに注いでくださる?

10 日( 木曜日)
テトスへの手紙 3 章8-15節
Q. 神を信じるようになった人々は、何に励もう

と心がける?

11 日( 金曜日)
フィレモンへの手紙 1 - 7 節
Q . この手紙を書いているのは?

12 日( 土曜日)
フィレモンへの手紙 8-25節
Q. この手紙は誰のことでフィレモンにお願いが

されている?

。心に残った言葉を書き出してみよう.
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